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Ⅰ 薬学部の教育目的と特徴 
 

１ 薬学部の基本的な教育目的 

 

 富山大学は，中期目標において,資料 A の基本理念を掲げている。 

 

資料 A 富山大学の基本理念 

本学は，地域と世界に向かって開かれた大学として，生命科学，自然科学と人文社会科

学を総合した特色ある国際水準の教育及び研究を行い，人間尊重の精神を基本に高い使命

感と創造力のある人材を育成し，地域と国際社会に貢献するとともに，科学，芸術文化，

人間社会と自然環境との調和的発展に寄与することを目的とする 

                    （出典：国立大学法人富山大学学則第 3 条） 

 

 薬学部ではこの目標を達成するために，学部として次のような基本理念（資料 B）を定

めている。 

 

資料 B 薬学部の基本理念 

薬学部は，薬の理解を通じて，人類の健康，福祉，衛生及び健全な社会環境の保全に貢

献できる人材を育成します。 

                  （出典：薬学部アドミッションポリシーより抜粋） 

 

 薬学部では，学校教育法の改正に伴い，平成 18 年度に６年制課程の薬学科（定員 55 名）

と４年制課程の創薬科学科（定員 50 名）を設置した。両学科とも，上記理念に基づき，薬

学教育モデル・コアカリキュラムに加えて，それぞれの学科の設置目的に沿った特徴ある

教育活動を行い，教養教育と専門教育を通して，社会に貢献できる優秀な薬剤師や創薬研

究者を育成している。 

 

２ 薬学部の教育の特徴 

２－１．入学者の状況 

 薬学部の入学定員は，薬学科 55名，創薬科学科 50 名の計 105 名としており，一般入試

（前・後期）の他，薬学科において定員の約 27％にあたる 15 名を推薦入試の募集人員と

している。また若干名を帰国生徒入試で募集しており，広く受験機会を設けている。 

 そして，学科ごとの県外出身者が 80％を超える状態となっており，全国から優秀な学生

を選抜している。男女比率について，薬学科はほぼ男女同率となっている一方で，創薬科

学科は男子６～７割程度といった状況にある。（資料 C） 

 入学者選抜方法では，アドミッションポリシーに沿った人物評価という観点から，後期

日程（両学科）及び推薦入試（薬学科）で面接試験を実施し，求める学生像（資料 E，F）

に見合った学生の確保を意識している。 
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資料 C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２．薬学教育モデル・コアカリキュラム 

 平成 25年度に，文部科学省の「薬学系人材養成の在り方に関する検討会」が，従来のコ

アカリキュラムから「薬学教育新モデル・コアカリキュラム（新コアカリ）」への改訂を

決定したことを受け，その基本理念（資料 D）を反映させるため，薬学科においては新コ

アカリを平成 27 年度入学生から適用している。 

 

資料 D 薬学教育モデル・コアカリキュラム（新コアカリ）の基本理念 

大学における各分野の社会的要請に応えた人材養成のためのカリキュラム構築は，本来，

各大学が独自の理念や特色に基づいて設定すべきものである。しかし，修業年限６年の薬

学教育プログラムを実施する学部又は学科（以下，「６年制学部・学科」という。）の場

合は，学生に大学卒業時に薬剤師としてふさわしい基本的な資質や能力を身に付けさせる

教育が行われることが求められる。一方，薬学や医学，生命科学等に関わる科学技術の進

歩は著しく，科学を基盤として医療に貢献する薬剤師の職責に求められる薬学の知識や技

能は増え，専門分化されると同時に高度化しており，限られた大学教育の中で，これらの

膨大な知識や技能等を網羅して修得することは困難である。そこで，学生は６年制学部・

学科の学士課程教育の段階では，将来どのような分野に進んだ場合にも共通に必要となる

薬剤師の基本的な資質と能力を修得し，その上で，生涯にわたって常に研鑽し，社会に貢

献することが求められる。薬学教育モデル･コアカリキュラムは，このような状況を踏まえ，

６年制学部・学科としての教育内容を精選し，卒業時までに学生が身に付けておくべき必

須の能力（知識･技能･態度）の到達目標を分かりやすく提示したものである。 

 （出典：薬学系人材養成の在り方に関する検討会「薬学教育モデル・コアカリキュラム」

平成 25 年度改訂版より抜粋） 

 

２－３．医療分野の少人数教育 

 薬学科及び創薬科学科において，薬学部と医学部との学部横断的な科目である「医療学

入門」を提供し，医療現場に関連した実践的な教育を行っている。同じく「和漢医薬学入

門」では，漢方医療についての知識と実践を理解させている。また３年次では「総合薬学

演習」を開講し，医薬品に関する各種情報収集とその理解，発表会を行っている。これら

の科目は全て，学生が少人数グループを組み，体験実習と講義を履修させるものである。 

 

２－４．薬学科における薬剤師の養成 

 ６年制課程の薬学科では，高度な職能を持ち，和漢薬を含めた広義な医療分野で活躍で

きる薬剤師の養成を目的とした教育を行っている（資料 E）。 

 「薬物治療学」や「薬物代謝学」など臨床薬学系の科目が，必修科目として開講されて

いる。４年次から６年次には，臨床実務実習と卒業研究を行う。 
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資料 E 薬学科の求める学生像と,提供する教育 

 １薬剤師としての高度な学識と職能を得たい人 

 ２医薬品の研究や臨床開発に携わることで人類と社会に貢献したい人 

 ３東西医薬学の融合による統合医療の実践をめざす人 

 ４医療や保健衛生の分野で社会に貢献したい人 

                  （出典：薬学部アドミッションポリシーより抜粋） 

創造力を醸成するために 

• 自らが積極的に薬学関連分野の課題を見出し解決することができる「課題探求力」を養

う教育機会を提供します。 

• 医薬品に関する情報を自ら収集・把握できる「調査力」を身につける教育機会を提供し

ます。 

• 患者に対する「思いやりの精神」，ならびに病気と薬に対して深い洞察ができる「思考

力」を実践的教育により涵養します。 

• 論理的で正確な報告書や卒業論文をまとめることができる「文章創造力」を少人数教育

により養います。 

責任感を高めるために 

• 実習やグループワーク等の実践的教育を通して，自分の果たすべき役割を認識した上で

行動することができる能力を涵養します。 

• 患者及び薬局や病院のスタッフ等の多くの人々の立場を理解し，社会に対して責任ある

行動をすることができるよう，現場での教育機会を提供します。 

コミュニケーション能力を向上させるために 

• 討論型の教育機会を通して，相手と自分の立場と諸事情を理解し，適切なコミュニケー

ションをとる能力を涵養します。 

• 外部講師による教育機会を通して，異なる考えやバックグラウンドを有する人々を深く

理解し，誠実なコミュニケーションをとる能力を涵養します。 

幅広い知識を養うために 

• 人類の健康，福祉，衛生及び健全な社会環境の保全に貢献できる知識，医療人としての

教養，専門家としての知識と探究心を身につける教育機会を提供します。 

• くすりの富山，日本の歴史と文化，外国の文化・言語等に関する知識を修得できる教育

機会を提供します。 

専門知識を養うために 

• 医薬品の安全性と薬効に関する豊富な学識を修得・応用できる教育機会を提供します。 

• 創薬・臨床研究に関する豊富な知識，ならびに研究に貢献できる能力を養う教育機会を

提供します。 

（出典：薬学部教育課程編成方針より抜粋） 

 

２－５．創薬科学科における研究者・技術者の養成 

 ４年制課程の創薬科学科では，基礎となる自然科学(化学，生物，物理)と，薬理学や薬

剤学などの創薬に関連する専門的な薬学の知識と研究技術を身につけた，創薬研究者の養

成を目的とした教育を行っている（資料 F）。 

本学に特徴的な科目として，「富山のくすり学」「製薬企業と創薬」「薬学経済」が挙げ

られる。「富山のくすり学」では，“薬の富山”ならではの地域性を生かした講義を受講で

き，また，創薬科学科に特化した授業科目「製薬企業と創薬」「薬学経済」も，それぞれ３

年次と４年次に開講されている。 
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資料 F 創薬科学科の求める学生像と，提供する教育 

  １薬学関連の研究分野で国際的に活躍したい人 

  ２新薬の研究に携わることで人類と社会に貢献したい人 

  ３疾患に関連する現象や物質に対して興味と探究心を有している人 

  ４生体メカニズムの解明やそのための新しい方法論の開拓に挑戦したい人 

                  （出典：薬学部アドミッションポリシーより抜粋） 

創造力を醸成するために 

• 自らが積極的に薬科学関連分野の課題を見出し解決することができる「課題探求力」を

養う教育機会を提供します。 

• サイエンスに関する情報を自ら収集・把握できる「調査力」を身につける教育機会を提

供します。 

• 病気や薬に対する「思考力」，ならびに薬の開発に対する「チャレンジ精神」を実践的

教育により涵養します。 

• 論理的で正確な報告書や卒業論文をまとめることができる「文章創造力」を少人数教育

により養います。 

責任感を高めるために 

• 実習やグループワーク等の実践的教育を通して，自分の果たすべき役割を認識した上で

行動することができる能力を涵養します。 

• 病に苦しむ人々，製薬企業のスタッフ等の多くの人々の立場を理解し，社会に対して責

任ある行動をすることができるよう，現場での教育機会を提供します。 

コミュニケーション能力を向上させるために 

• 討論型の教育機会を通して，相手と自分の立場と諸事情を理解し，適切なコミュニケー

ションをとる能力を涵養します。 

• 外部講師による教育機会を通して，異なる考えやバックグラウンドを有する人々を深く

理解し，誠実なコミュニケーションをとる能力を涵養します。 

幅広い知識を養うために 

• 人類の健康，福祉，衛生及び健全な社会環境の保全に貢献できる知識，医療人としての

教養，専門家としての知識と探究心を身につける教育機会を提供します。 

• くすりの富山，日本の歴史と文化，外国の文化・言語等に関する知識を修得できる教育

機会を提供します。 

専門知識を養うために 

• 最新の学問的基盤から伝統医薬に渡る幅広いサイエンスの基礎を修得・応用できる教育

機会を提供します。 

• 創薬・ライフサイエンスに関する豊富な学識と技術，ならびに関連分野で活躍できる能

力を養う教育機会を提供します。 

（出典：薬学部教育課程編成方針より抜粋） 

 

 

［想定される関係者とその期待］ 

 想定される関係者は，薬学部を希望する受験生，在校生及びその保護者である。また，

卒業者を受け入れる調剤薬局，病院，企業，あるいは薬事行政の分野も想定される関係者

と考えられる。 

そして，それら関係者の期待に応えるよう，コミュニケーション能力などの人間性豊か

な教育とともに，常に自己啓発に努め，問題点の発見･解決能力の向上に重点を置いた指導

を行うことで，期待される薬剤師や創薬研究者の育成に注力している。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 
 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点１ 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

（１）組織編成上の工夫 

 教養教育科目を担当する教員は，人間文化科学，自然情報科学，生命健康科学の三つの

分野において，医学部と共通して組織し，知的人間性の育成と専門基礎教育を取組める編

成としている。定員削減により教員数は減少しているが，授業担当の調整などにより，教

育水準を維持している。（資料１－１－１） 

 

資料１－１－１ 薬学部の教養教育を担当する教員の構成（平成 27年 5月 1日現在） 

       教授 准教授 講師 助教 助手 計 

人間文化科学 ３  ４      ７ 

生命健康科学 ３  １   １   ５ 

自然情報科学 ４  ２      ２   ８ 

   計  10  ７   ３   20 

上記の教員は薬学部と医学部の教養教育を担当する。（出典：医薬系学務課統計資料） 

 

 専門教育科目を担当する教員は，薬学科と創薬科学科の２つの学科の教育に，教員全員

が協力して行う編成としている。教員数については，十分な教育実施体制を維持しており，

また，薬学科の教育のために，実務経験を有する教員が少なくとも４人以上の編成が必要

とされているが，これも充足している。（資料１－１－２） 

 

資料１－１－２ 薬学部の専門教育を担当する教員の構成（平成 27年 5月 1日現在） 

     教授 准教授 講師 助教 助手 計 

薬学部  14  17  １  16   48 

（薬剤部） １  １    １   ３ 

 計 15  18  １    17  ０  51 

（出典：医薬系学務課統計資料） 

 

 

（２）教育の質の改善・向上 

薬学の専門教育を担当する専任教員は，医学部及び和漢医薬学総合研究所教員と教育体

制で連携している。この連携体制により，それぞれの学部の専任教員が共同で行う授業（医

療学入門，和漢医薬学入門など）や，他学部教員が単独で担当する授業（生理学，免疫学，

病原微生物学，東洋医学概論，人体機能形態学など）を展開しており，多様な観点からの

教育を行い質の改善・向上に努めている。また，寄附講座（製剤設計学講座）客員教授１

名，客員助教１名や保険薬局学の特命助教２名を配置し，専門教育の充実を図っている。 

学生支援という観点では，教務委員会や支援関係窓口，クラス担任などの連携体制を構

築し，学業面や精神面のサポートを行っている。（資料１－１－３） 

 また，FD 研修会を教養教育担当教員及び和漢医薬学総合研究所教員と合同で実施してお

り，継続して教員の教育の質の向上を図っている。（資料１－１－４，１－１－５） 
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資料１－１－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課資料） 



富山大学薬学部 分析項目Ⅰ 

－9-8－ 

 

資料１－１－４ H22～H27年度 FD開催状況（参加者含む） 

 年度 開催日 参加者 テーマ 

 22 22.7.31 38 名 ・１年次選択科目「自己磨き論」（仮称）の新設について 

     ・薬学科 6年次生の卒業研究の取組み方について 

 23 23.8.6 45 名 ・創薬科学科の新授業科目の導入について 

 ・新入生合宿研修における薬学系教員と薬学部生のコミュニケ

ーションの強化について 

 24 24.8.6 49 名 ・担当授業科目の自己点検評価について 

 ・薬学科生のアドバンスト教育並びに卒業研究のあり方につい

て 

 25 25.8.9 51 名 ・入学直後（１・２年次生）のモチベーション維持の方法につ

いて 

    ・薬学科５・６年次生のあり方について 

 26 26.8.9 44 名 ・薬学科及び創薬科学科のカリキュラムについて 

    ・成績評価方式（GPA 制度など）と成績開示の方法について 

 27 27.8.8 45 名 ・今後の個別入学試験について 

    ・進級が困難な学生の対応について 

（出典：薬学部 FD報告書より抜粋） 

 

 

資料１－１－５ 平成 27年度薬学部 FD実施要項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：薬学部ＦＤ実施要項） 
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一方で，年２回の授業評価アンケートを実施しており，その結果を授業担当教員にフィー

ドバックすることで，授業の質の向上を図っている。（別添資料１－１－６） 

 さらに本学部は，一般社団法人 薬学教育評価機構の正会員となっており，第三者評価

に関わる活動を続けている。これは，薬学教育機関としての教育の質を保証するために，

６年制薬学教育プログラムの公正かつ適正な評価等を受け，教育研究活動の充実・向上を

図るものである。 

 

(水準) 期待される水準にある 

(判断理由) 

専門教育を担当する教員体制は，６年制課程と４年制課程を併設する大学設置基準を満

たしており，また６年制教育のための実務教員数も充足している。事前学習及び実務実習

を担当・コーディネートする教員体制が整っており，薬学科生に対する６年制教育体制は

整備されている。教養教育体制についても，知的人間性の育成と専門基礎教育を実施する

人員体制が継続して整っている状態にある。 

教育の質向上のための FD研修会は毎年開催されており，創薬科学科のモチベーション向

上のための方策，早期教育のあり方など，教育上の問題点の抽出と改善法の討論を継続的

に実施し，実際の教育に反映させている。医学系・薬学系の専門教育教員の連携により，

医療人育成のための合同教育体制が構築されており，教育の質向上のための役割を果たし

ている。授業評価アンケートの集計は，概ね好評な結果が得られており，改善すべきコメ

ントについては，授業担当教員へのフィードバックが必ず行われている。 

以上から，教育実施体制に関しては，継続して期待される水準にあると判断した。 

 

 

観点２ 教育内容・方法 

(観点に係る状況) 

（１）学位授与方針に基づく教育課程の編成状況 

１年次では，教養教育科目により，知的人間性の育成から専門基礎知識までの各課題に

対応した幅広い知識を修得する。専門教育科目では，薬学教育の導入となる「薬学概論」，

医療人としての豊かな人間性や姿勢を育む「医療学入門」などを開講している。 

２年次では，教養教育科目から薬学専門教育の講義・実習科目へと徐々にシフトし，薬

科学関連分野の基礎的スキルや，創薬・ライフサイエンスに関する学識と実験技術を修得

する。 

３年次では，主に医療系（薬理学，薬剤学関係）の専門的知識を修得し，また，「総合薬

学演習」により，コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を修得する。４年次

以降の卒業研究を進める上で必須となる，英語科学論文を読む能力を磨くため，専門英語 I

及び II を配置している。創薬科学科に特化した科目として「製薬企業と創薬」，創薬科学

科のみの必修科目として「富山のくすり学」，「創薬化学」，「先端分子薬学」を開設し，創

薬研究のモチベーション向上につなげている。医療系実習（生物物理化学・製剤学）では，

富山県薬事研究所において先端の製剤関連の実習を行っており，創薬科学における「製剤」

の重要性を学ぶ機会としている。 

４年次の薬学科では，「薬物治療学」等の医療系の専門科目を配置し，卒業研究も平行し

て行う。また５年次の実務実習に備えて「事前学習」を開設し，薬剤師として必要とされ

る総合的な能力・知識を養う。12 月以降に，共用試験（CBT と OSCE）を実施する。創薬科

学科では，卒業研究を通して，学位授与方針（資料１－２－１）に掲げられる「想像力」「責

任感」「コミュニケーション能力」「幅広い知識」「専門知識」を総合的に修得する。なお，

創薬科学科の卒業研究の集大成として，「卒業論文発表会」をポスター形式により行ってい

る。 

５年次（薬学科）では，これまでに修得した専門的知識と，実習等によって培った技能・
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態度を生かし，病院及び薬局実務実習を行う。これにより実践的かつ総合的に薬剤師とし

ての能力を養う。 

 ６年次（薬学科）では，卒業研究を通して，創薬科学科と同様に「想像力」「責任感」「コ

ミュニケーション能力」「幅広い知識」「専門知識」を総合的に修得する。（資料１－２－１，

別添資料１－２－２） 

 

資料１－２－１ 薬学部学位授与方針 

 薬学科 

「創造力」：医療人として薬学関連分野の基礎的スキルを習得し，病気と薬に対する深い洞

察力や諸事象を的確にとらえる柔軟な姿勢を身につけ，報告書や論文などの形あるものを

生み出すことができる。また，その成果を的確にプレゼンテーションすることができる。 

「責任感」：医療人の一員であることを自覚し，規律，倫理等を守り，自分の果たすべき役

割を認識して的確に行動することができる。 

「コミュニケーション能力」：多様な社会の中で，相手に働きかけて意志の疎通を図り，豊

かな人間関係を築きながら自己を成長させていくことができる。 

「幅広い知識」：様々な観点から病気と薬に対する理解を豊かにし，優れた知性，智力，情

操を有する人間性を育むことができる。 

「専門知識等」：（医薬品に関する知識）医薬品の安全性と薬効に関する豊富な学識を有し，

かつ医薬品に関する情報を自ら収集・把握し，適正な薬物治療に積極的に寄与できる。（研

究に関する知識）創薬・臨床研究に対する豊富な知識を有し，研究に対する積極的な姿勢

を身に付けることができる。 

 

創薬科学科 

「創造力」：医療人として薬科学関連分野の基礎的スキルを習得し，病気に対する深い洞察

力ならびに創薬に対する旺盛な好奇心を有し，報告書や論文などの形あるものを生み出す

ことができる。また，その成果を的確にプレゼンテーションすることができる。 

「責任感」：医療人の一員であることを自覚し，規律，倫理等を守り，自分の果たすべき役

割を認識して的確に行動することができる。 

「コミュニケーション能力」：多様な社会の中で，相手に働きかけて意志の疎通を図り，豊

かな人間関係を築きながら自己を成長させていくことができる。 

「幅広い知識」：様々な観点から病気と薬に対する理解を豊かにし，優れた知性，智力，情

操を有する人間性を育むことができる。 

「専門知識等」：（サイエンスに関する知識）最新の学問的基盤から伝統医薬に渡る幅広い

サイエンスの基礎を修得し，薬学研究に適切に取組むことができる。（創薬に関する知識）

創薬・ライフサイエンスに関する豊富な学識と実験技術を有し，関連分野で活躍できる能

力を備えることができる。 

（出典：2015医学部・薬学部履修の手引きより抜粋） 

 

 薬学教育モデル・コアカリキュラムは，平成 25 年度に改訂され，本学でも平成 27 年度

入学生から適用している。 

 新カリキュラムでは，物理系・化学系・生物系の基礎専門教育をややスリム化し，医療

系や実務系の科目の充実を図った内容となっている。（資料１－２－３） 
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資料１－２－３ 2015年度薬学部カリキュラム改正の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課資料） 
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（２）教育方法や学習支援の工夫による教育課程の実効性の向上 

教養教育では，選択科目の充実を図るほか，自然科学系必修科目においては習熟度別ク

ラス編成を行い，必要なクラスには通常の２倍の時間数をかけるなど，基礎知識の習得が

十分におこなわれるよう工夫している。人間文化科学系科目においては，自主性・個別性

に応じた教育を行う観点から，チュートリアル方式の授業と少人数セミナー方式の授業を

取入れている。また，外国語科目においては，TOEFL，TOEIC等による単位認定や，CALLシ

ステムを活用した授業も実施している（資料１－２－４）。さらに，「海外研修・留学英語

準備セミナー」の導入について検討を行ったり（平成 28 年度から実施）, 定期的に TOEIC

講習会や TOEIC-IP テストを実施し，TOEIC 対策ソフトを学内 LAN で使用できるようにする

など，グローバル教育の強化を図っている。 

  

専門教育では，１年次に「薬学概論」を開設し，創薬科学科は県内製薬企業を訪問し，

工場見学やスタッフの専門講義を受ける。薬学科は，病院・薬局を訪問し，薬剤師の活躍

する現場の見学や薬剤師から体験談などの講義を受ける。２つの学科の将来の違いの一端

を，早期の段階で教育するための有効な機会である（資料１－２－５）。また，研究室訪問

により薬学部での専門性の高い研究内容に触れ，薬学生として学問を学んで行くモチベー

ションへと繋げている（資料１－２－６）。 

「医療学入門」では，心肺蘇生講習や早期介護体験実習（薬学科）により医療人として

の意識付けを行い，新入生合宿研修を通してコミュニケーション能力の向上を図っている

（資料１－２－７）。 

２年次に開設されている「和漢医薬学入門」では，医学，薬学，和漢医薬学の幅広い専

門の教員による講義・体験実習を行い，東西医薬学の融合と和漢薬の基本的考え方を修得

できる。 

３年次では，「専門英語Ⅰ・Ⅱ」を開設し，少人数形式の授業として実施することで，学

習効率の向上を図っている。また，「総合薬学演習」で，グループ毎の調査研究の結果を全

員の前で発表するという授業を行い，グループ学習での協調性を身につける機会としてい

る（資料１－２－８）。さらに創薬科学科では，「製薬企業と創薬」で製薬企業にて活躍し

ている研究者による講義を受けた上で，創薬研究等に関する調査研究を行い，創薬研究に

対するモチベーションアップを図っている。（資料１－２－９）。 

４年次前学期には，主として創薬科学科生を対象とした「薬学経済」を開講し，薬学部

卒業後の職種とその仕事内容について，各分野で活躍している富山大学薬学部の卒業生に

よる講演を実施している。講師が自分たちの先輩にあたる身近な方ということで，意欲的

な学習態度に結びついている（資料１－２－１０）。 

グローバル教育の充実として，「海外薬学演習」で南カリフォルニア大学臨床薬学研修を

行っており，毎年３〜４名の学生が参加している。 

卒業研究については，両学科とも４年次２月に成果発表会（薬学科は中間報告会）をポ

スター形式にて実施しており，発表賞を設けて表彰と掲示を行い，意欲を高めている（資

料１－２－１１）。さらに薬学科生は６年次 11 月に，オーラル形式での卒業研究発表会を

行っており，プレゼンテーション能力向上につなげている。 

 授業科目の履修にあたっては，シラバスの記載内容から予習や自習を促すとともに，オ

フィスアワーや連絡先を記載することで，個別の質問や直接指導の相談などを行いやすい

仕組みにしている。医薬学図書館の自習室や情報処理実習室は，24時間利用が可能であり，

学生の自己学習をサポートしている。また自己学習に必要な専門書籍を備えたチュートリ

アル室を薬学研究棟の各フロアに備えており，学生は自習やグループ学習で活用している。 
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資料１－２－４ 

 習熟度クラス編成の授業科目：解析学Ａ・Ｂ 基礎化学Ａ・Ｂ 物理学ＩＡ・ＩＢ 

 TOEFL，TOEIC等の単位認定： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CALLシステムを活用した授業：CALL セミナー，英語Ⅲa 

（出典： 2015医学部・薬学部履修の手引きより抜粋） 
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資料１－２－５ 

薬学概論 早期体験実習概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課資料） 
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資料１－２－５（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課資料） 
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資料１－２－６ 薬学概論研究室訪問割振表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課資料） 
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資料１－２－７ 新入生合宿研修要綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課資料） 
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資料１－２－８ 総合薬学演習 実施概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課資料） 
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資料１－２－９ 製薬企業と創薬 実施概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課資料） 
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資料１－２－１０ 薬学経済講義スケジュール 
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（出典：2015シラバス抜粋） 

 

資料１－２－１１ 卒業研究発表会実施要項（薬学科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



富山大学薬学部 分析項目Ⅰ 

－9-22－ 

 

 

卒業研究発表会実施要項（創薬科学科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課資料） 
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(水準) 期待される水準にある 

(判断理由) 

教育内容については，学位授与方針に基づきカリキュラム編成がなされ，各学年におい

て求められる学習内容を適切に配置している。 

教養科目では，人間文化科学，生命健康科学，自然情報科学の３つの区分で適切なバラ

ンスにて科目が配され，知的人間性の育成及び専門基礎知識の修得が，効果的に達成され

るカリキュラムが組まれている。 

専門科目では，１年次の早期教育で，薬学体験を盛り込んだ「薬学概論」や，医療人と

しての意識付けを狙った「医療学入門」が配置され，その他，「総合薬学演習」や創薬科学

科に特化した「製薬企業と創薬」，「薬学経済」など，ユニークな特色のある授業を展開し

ている。学年進行に伴う専門科目の配置も，「物理・化学・生物」から「薬理・薬剤・医療」

へと合理的に展開されており，学位授与方針にある「想像力」「責任感」「コミュニケーシ

ョン能力」「幅広い知識」「専門知識」を総合的に修得するカリキュラムとして，適切であ

ると判断できる。 

教育方法については，教養教育で習熟度別クラス編成を採用したり，学習効率を上げる

ため少人数制教育やチュートリアル式授業，演習形式科目などがふんだんに取入れられて

おり，工夫がみられる。シラバスにオフィスアワーや連絡先を記載することで個別の質問

に対応し，医薬学図書館の自習室や情報処理実習室の利用システムなど，学生の自己学習

を促すための取組がなされている。 

以上から，教育内容・方法に関しては，期待される水準にあると判断した。 

 

分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点１ 学業の成果  

(観点に係る状況) 

薬学科においては，「創造力」「責任感」「コミュニケーション能力」「幅広い知識」「専門

知識等」を学位授与方針に掲げ（資料１−２−１），医療人としての知識，スキル，感性の涵

養を教育目標とし，実践している。その成果は，薬剤師国家試験の合格率へと反映され，

資料２−１−１のように推移している。第 100回の大学別新卒合格状況では，国公立大学中

で３位以内に入る 94%の合格率であった（資料２−１−２）。 

 

資料２−１−１ 薬剤師国家試験合格率の推移（第 97回以降） 

  
受験者 合格者 合格率 

平成 23年度 第 97回 53 50 94.3% 

平成 24年度 第 98回 54 45 83.3% 

平成 25年度 第 99回 56 43 76.8% 

平成 26年度 第 100回 50 47 94.0% 

平成 27年度 第 101回 57 51 89.5% 

（出典：医薬系学務課統計資料） 
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資料２−１−２ 第 100 回薬剤師国家試験大学別合格状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課統計資料） 

 

 創薬科学科においても，「創造力」「責任感」「コミュニケーション能力」「幅広い知識」

「専門知識等」を学位授与方針に掲げ（資料１−２−１），医療人の一員であるとともに，創

薬についてのサイエンティフィックな創造力，創薬に関する専門知識を兼ね備えた研究者

マインドの醸成を目標としている。創薬科学科の卒業生は，90％以上（平成 23,24 年度を

除く）が大学院博士前期課程へと進学し，内部進学率が高いことから（資料２−１−３），卒

業までに得てきた学習成果が卒業研究の成果に生かされ，引き続き大学院での研究に結び

ついている。 

 

資料２−１−３ 創薬科学科生の大学院進学状況及び内部進学率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課統計資料） 
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 薬学科，創薬科学科ともに，持続的な勉学を促す目的から，学年ごとに進級基準を設け，

各学年において修得した科目及び単位数が基準に満たない場合は，進級することができな

い制度をとっている。最近の留年者数のデータを，資料２−１−４に示す。 

資料２−１−４ 各学年留年者状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課統計資料） 

  

薬学科，創薬科学科ともに，卒業研究で得られた成果は，学術誌に投稿・掲載されている

（資料２−１−５）。また，学会等においても成果発表されており，発表賞等も受けている（資

料２−１−６）。 

 

資料２−１−５ 卒業研究にかかる学術誌での論文発表数 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課統計資料） 

 

資料２−１−６ 卒業研究にかかる学会等での発表・受賞数 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課統計資料） 

 

 本学部では，学部卒業生に対して，学習達成度の自己評価についての卒業時アンケート

を実施している。「創造力」「責任感」「コミュニケーション能力」「幅広い知識」「専門知識

等」の５項目全てにおいて，最低評価「あまり身に付かなかった」が０〜数％となってお

り，学位授与方針の達成度としては概ね良好な評価が得られている（資料２−１−７）。 
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資料２−１−７ 薬学部卒業生に対するアンケート結果 
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 （出典：医薬系学務課資料） 

 

(水準) 

 期待される水準にある 

 

(判断理由) 

薬学科の教育成果は，薬剤師国家試験合格率で一部判断できるものと考えられ，約 75%

以上と高率を維持しており，国公立大学の中でも上位の水準である。創薬科学科では，大

学院進学率が 90%以上を維持しており，学部教育の成果が十分に生かされていると判断で

きる。両学科の留年率データでは，１，２年次生の留年率がやや高くはなっているが，そ

れでも約 10％前後であり，また学年進行に伴って留年者は大きく減少している。卒業研究

の成果は学術誌・学会にて数多く発表されており，また一部は発表賞受賞の成果にも現れ

ている。本学部の教育方針に沿った学習内容が，効果的に学生の学業成果に結びついてい

るものと思われる。 

学習達成度に関する卒業生への自己評価アンケートでは，学位授与方針に沿った成果が

身に付いたと判断している割合が両学科とも高かった。 

以上から，学業の成果に関しては，期待される水準にあると判断した。 
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観点２ 進路・就職の状況  

(観点に係る状況) 

薬学科及び創薬科学科の進路・就職状況は，資料２−２−１の通りである。薬学科につい

ては，病院または薬局にて薬剤師業務に就くものが約 70％，製薬を含めた製造業には約

10％であり，薬学科の就職率は，常に 100％を維持している。一方，創薬科学科は，概ね

90％以上が大学院博士前期課程に進学している。なお，本学部では創薬科学科を卒業した

後，大学院博士前期課程から博士後期課程を経て薬剤師国家試験受験資格を得るコースを

設けている。毎年度３，４人が本コースを希望している（資料２−２−２）。 

 

資料２−２−１ 薬学部卒業生の進路・就職状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医薬系学務課資料） 

 

資料２−２−２ 創薬科学科からの薬剤師国家試験受験資格コース希望者数 

平成 22年度３名 平成 23 年度３名 平成 24年度４名 平成 25年度３名 

平成 26年度４名 平成 27 年度４名 

（出典：医薬系学務課統計資料） 

 

 本学部では，在学中の学業の成果が卒業後の就職先でどのように現れているか，またど

のように就職先で評価されているかを検証する目的で，①卒業して数年が経過した卒業生，

及び②卒業生を受け入れた就職先を対象として，アンケート調査を行っている。 

 ①について，学位授与方針で掲げている「創造力」「責任感」「コミュニケーション能力」

「幅広い知識」「専門知識等」の５項目に関しての実感を調査したところ，全ての設問にお

いて概ね 80〜90％からポジティブな回答が得られた（資料２−２−３）。 

 ②については，社会人として求められる知識・能力・技術等について 10の項目を設定し，

上司等の関係者からの評価を集計した。その結果，ほとんどの項目において，「非常によい」

「よい」の回答が 80％を超える結果となった。一方，「外国語の語学力」の評価が全体か

ら見るとやや低く，今後の学部教育における課題と考えられる。「採用してよかった」につ

いては，高評価の回答率が 100％であった（資料２−２−４）。 
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資料２−２−３ 薬学部卒業生への卒業後アンケート集計結果 
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（出典：医薬系学務課資料） 

 

資料２−２−４ 就職先の関係者に対するアンケート結果 
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(水準) 

 期待される水準にある 

 

(判断理由) 

薬学科の卒業生は，ここ数年 100%の就職率を維持しており，大学院博士課程への進学者

も一定数を確保している。創薬科学科は，卒業生の多くが大学院博士前期課程に進学して

おり，研究に対するモチベーションが高い。 

卒業後，数年を経過した卒業生のアンケートからは，８割以上の卒業生が本学部の教育

の成果を生かせているものと回答している。また就職先企業のアンケートでは，100％の企

業から採用して良かった旨の回答が得られている。 

以上から，進路・就職の状況に関しては，期待される水準にあると判断した。 

 

Ⅲ 「質の向上度」の分析 
 

（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

高い水準を維持しているものと判断する。 

平成 27年度入学生から適用された６年制薬学教育「新モデル・コアカリキュラム」に対

応するため，カリキュラム改訂ワーキンググループを立ち上げ，薬学科生の教育カリキュ

ラムの見直しを実施した。これにより，専門基礎系がスリム化され，臨床・実務系の比重

が増した新カリキュラムへと改訂された。また，薬学準備教育ガイドラインに記載されて

いる「人の行動と心理」の準備教育に対応するため，教養教育科目「行動科学」を必修化

した。また創薬科学科においても，同時にカリキュラム見直しを行い，これまで自由科目

であった「製薬企業と創薬」を必修化するなど，創薬研究者養成という教育目的をより効

率よく達成するための改訂を実施した。 

薬学科生の卒業研究については，これまでどおり４年次の２月にポスター形式の中間発

表会を行っている。平成 23年度に薬学科１期生が６年次生となり，当年度から口頭発表形

式の卒業研究発表会を 11月に実施することとし，研究のデータ整理とまとめ，またプレゼ

ンテーション力を養うための重要な機会と位置づけている。 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

高い水準を維持しているものと判断する。 

薬学科生の薬剤師国家試験合格率については，新課程１期生（平成 23年度）以降，高い

合格率を維持している。５年次，６年次での留年率がほぼゼロの状況下で，新卒者が常に

75%を超える合格率となっていることは，高い水準であるとして特筆すべき点である。 

卒業研究の成果は，薬学科・創薬科学科を問わず，多くの論文・学会発表がなされてお

り，１年次から積み上げてきた教育の成果が現れているものと考えられる。これらのこと

は，概ね良好な回答が得られた教育成果に関する就職先アンケート結果にも現れている。 


